
1992年 出上の木簡

福
島
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地
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跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
島
県
い
わ
き
市
内
郷
御
厩
町
番
匠
地

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
を

一
九
九
二
年

３
　
発
掘
機
関
　
　
の
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
和
深
俊
夫

・
矢
島
敬
之

・
末
永
成
清

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

。
河
川

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
を
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

番
匠
地
遺
跡
は
、
い
わ
き
市
街
の
南
西
約
二

・
五
血
、
阿
武
隈
山
系
か
ら
太

平
洋
に
向
か
っ
て
延
び
る
支
丘
陵

（中
世
城
館
の
久
世
原
館
が
占
地
）
と
、
清
水
遺

跡
が
立
地
す
る
丘
陵
間
に
形
成

さ
れ
た
谷
底
平
野
に
位
置
す
る
。

遺
跡
周
辺
は
、　
一
九
八
五
年

度
よ
り

一
九
九
三
年
度
ま
で
国

道
四
九
号
線
平

ハヾ
イ
パ
ス
改
築

工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
が
断
続

的
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
歴
史
的

伴

環
境
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ

る
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

調
査
の
成
果
と
し
て
、
久
世
原
館
丘
陵
か
ら
は
古
墳
時
代
後
期
か
ら
平
安
時
代

に
か
け
て
の
多
数
の
竪
穴
住
居
跡
の
検
出
と

「磐
□
郡
口
」
や

「常
」
の
印
章

鋳
型
の
出
上
、
清
水
遺
跡
か
ら
は
平
安
時
代
を
主
体
と
す
る
竪
穴
住
居
跡
や
掘

立
柱
定
物
群
、
精
錬
炉

・
鍛
冶
炉

。
木
戊
窯
が
検
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
製
鉄
関
連

遺
構
と
磐
城
郡
衛
と
の
関
連
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

番
匠
地
遺
跡
で
は
調
査
の
結
果
、
二
枚
の
水
田
跡
と
縄
文
時
代
の
自
然
河
川

が
二
条
検
出
さ
れ
た
。
下
層
水
田
跡
は
弥
生
時
代
中
期
の
も
の
で
、　
一
九
八
七

年
に
検
出
さ
れ
た
水
田
遺
構
の
大
畦
畔
を

一
部
補
完
す
る
関
係
に
あ
る
。
上
層

水
田
跡
は
中
世
以
降
の
所
産
で
あ
り
い
畦
畔

・
溝

・
杭
列
等
の
施
設
が
検
出
さ

れ
た
。
今
回
、
木
筒
が
出
上
し
た
第

一
二
号
溝
は
、
こ
れ
ら
上

・
下
水
田
遺
構

の
中
間
層

（標
高
一
四
・
五
じ

で
検
出
さ
れ
た
。
長
さ
約
七
〇

ｍ
、
幅
約
二
ｍ
、

深
さ
約
○

・
五
ｍ
を
測
り
、
調
査
区
の
中
央
を
南
西
か
ら
北
東
方
向

へ
走
る
。

溝
に
伴
う
水
田
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
化
学
分
析
結
果
よ
り
そ
の
存

在
は
確
実
で
あ
り
、
溝
は
水
田
の
用

。
排
水
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
内
か
ら
一

の
遺
物
の
出
土
量
は
少
な
く
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
一
箱
ほ
ど
の
上
師
器
片
＾
十

数
点
の
手
捏
ね
土
器
、
三
点
の
上
馬

・
蚕
状
土
製
品
、
斎
串
、
刀
状

。
天
秤
棒

状
の
木
製
品
、
建
築
部
材
等
が
出
土
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
文
字
資
料
は
木
簡
二

点
の
み
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
永
加
羽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（察
Ｘ
μ賀
ｏ
ｏ‘



現
状
は
下
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
か
な
り
の
長
さ
を
有
し
た
木
簡
と
思
わ

れ
、
そ
の
上
端
部
の
み
に
物
品
名
を
記
載
し
た
付
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
類

例
と
し
て
、
金
沢
市
西
念

。
南
新
保
遺
跡
出
土
木
簡

「須
留
女

×
」
谷
天
３
×

一三
×
七
）
が
あ
げ
ら
れ
る

（金
沢
市
荻
育
委
員
会

『金
沢
市
西
念

。
南
新
保
遺
跡
Ｉ
』

一
九
八
九
年
）
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
物
品
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
今
の
と
こ

ろ
判
然
と
し
な
い
。
時
期
も
ま
た
、
第

一
二
号
溝
内
の
出
土
遺
物
が
古
墳
時
代

後
期
か
ら
平
安
時
代
の
上
器

（主
体
は
七
世
紀
後
半
ど
八
世
紀
前
半
）
を
混
在
し
て

い
る
た
め
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
木
簡
の
内
容
と
と
も
に
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

本
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
に
お
い
て
自
然
河
川
が
存
在
し
た
の
ち
、
弥
生
時
代

中
期
に
は
水
田
開
発
が
行
な
わ
れ
、
以
後
ほ
ぼ
間
断
な
く
水
田
耕
作
域
と
な

っ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
周
辺
丘
陵
に
は
磐
城
郡
衡
と

の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
製
鉄
遺
構

・
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
木
簡

出
上
の
意
義
も
こ
れ
ら
遺
跡
の
も
つ
総
合
的
な
性
格
の
中
で
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

釈
読
に
あ
た
り
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

働
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団

「
い
わ
き
市
内
発
見

の
木
簡
」
ら
発
掘
ニ
ュ

ー
ス
』
三
八
　
一
九
九
二
年
）

（矢
島
敬
之
）




